
シーリング6

詳細はシーリングメーカーにお問い合わせください。

シーリング施工中のパネルの熱伸縮で、シーリングにシワや剥離が発生する場合があります。

パネル表面の温度変化が少ない天候や時間帯にシーリング施工してください。

使用部位

パネル間目地・サッシ取り合いなど

セメント系材料との取り合いなど

推奨プライマー

SS-2、SA-1

UM-2

メーカー 商品名 対応プライマー

サンスター技研株式会社 ペンギンシールMS2500（NBタイプ） 表－１参照

コニシ株式会社 ボンドMSシール
ボンドシールプライマー＃11

ボンドシールプライマー＃38

セメダイン株式会社 POSシールタイプⅡ MP－2000

No.18

表－１

●推奨シーリング

シーカ・ジャパン株式会社 SC-MS2NB／SUPERⅡ

（注）プライマーを塗布する前に、シーリングの接着力を高めるためにシーリング施工面の目荒らし（バフ掛け）を行って
ください。

■シーリング工事の注意点

6－1　推奨シーリング
・範囲の狭い軽微なすりキズで、鋼板の変形がないものは純正のタッチアップペイントで補修して

ください。

・降雨及び降雪がある際は補修を避けてください。

・補修塗装を行う際は、水または中性洗剤（1～2％水溶液）で、表面の汚れや油分などを除去し、

十分な水洗いを行い、乾いた布で水分をよく拭き取ってから行ってください。

・シーリングの除去・再施工は専門の業者に依頼してください。

・商品表面のキズの補修には、必ず純正のタッチアップペイントを用い、製品安全データシート

（ＳＤＳ）に従って正しく使用してください。

・事前に商品の端材などで試し塗りをして、色調の確認を行ってください。

・広範囲にわたったすりキズや、鋼板が変形してしまった損傷の場合は、パネル本体の交換を実施

してください。やむを得ず広範囲にわたる補修塗装を行う際は、専門の塗装業者に依頼してくだ

さい。

・現場塗装用の塗料は、現場で手配願います。

取り扱い時のお願い7

7－1　取り扱い時の注意

１．強風・雨天・降雪時の高所作業は中止してください。風にあおられる、雨にあおられる、雨や

雪ですべるなどの原因で、落下事故の可能性があります。

２．高所作業は関係法規に従ってください。事故の可能性があります。

●商品の納入

・アイジーヴァンドは、現場車上渡しです。クレーンなどの荷下ろし用機械はお客様にて手配して

ください。

●搬入

・荷下ろしの際は、ナイロンスリングを使用し、絞り防止材や保護材でパネル本体の破損を防止し

てください。

・長尺品は吊り具を用意し、3点吊りとしてください。

●保管方法

・不整な地面に置かないでください。

・屋外保管の場合、リン木に載せ、養生シートなどで雨水が入らないようにしてください。また、

シートを掛けたままの状態で長期間（7日以上）放置しないでください。

・雨水が入ってしまった場合は、速やかに除去し、乾燥させてください。放置するとさびが発生し

やすくなります。

●商品の取り扱いについて

・荷崩れには十分に注意してください。

・商品を引きずらないでください。塗膜面にキズが付きます。

・梱包資材のフィルムなどは、開梱したら放置せず、速やかに処分してください。

・商品の上に人が乗ったり、重量物を載せたりしないでください。

・商品を置くときには衝撃を与えないでください。

●運搬

・パネル本体の平抱えは禁止です。横抱えで運搬してください。

・パネル端部の薄肉部を持たないでください。破損するおそれがあります。

●取り付け役物（部材）について

・当社純正品または、当社推奨品を使用してください。

・指定外の部材の使用、誤った施工方法での不具合については責任を負いかねます。

●施工

・作業時は、ゴム付き手袋や保護眼鏡などの適切な保護具を着用してください。

・現場加工時、鋼板の切断面に生じたバリは、けがをする原因となりますので取り除いてください。

・パネル本体の取り付けは、止水性を確保するため、働き幅による割り付けを守ってください。

・加熱、排気などの箇所の取り扱いは、防火のため、めがね石など有効な部材を使用してください。

・タッチアップペイント（補修用塗料）などは、使用方法をご確認の上、正しく使用してください。

・電動工具など、工具使用の際は、各工具の取り扱い説明書に従って正しく使用してください。

アイジーヴァンドは壁材です。壁以外の部位に使用しないでください。

注意：取り扱いをあやまると障害を負う危険や物的損害などの可能性が想定される場合の表示です。

警告：死亡または重傷を負う可能性が想定される場合の表示です。

・包装材、残材などは、産業廃棄物として処分してください。

・アイジーヴァンドを安全に使用・取り扱いをするため、安全データシート（SDS）を事前に確認

してください。SDSは弊社ホームページに掲載しております。

●保護フィルムについて

・保護フィルムが貼り付けてある商品は、長期間放置すると剥がれにくくなりますので、施工後速

やかに除去してください。

・静電気が帯電しているおそれがありますので、取り扱い時には十分に注意してください。

●切粉の除去

・商品の切り欠き、取り付け時など、切粉が発生します。放置するとさびが発生しますので、ハケ

などでその都度除去してください。

●シーリングについて

・仕上げシーリングは、専門業者に依頼してください。

・推奨材質は、2成分形変成シリコーン系です。推奨銘柄は、P141をご覧ください。

・捨てシーリングとなるものは、パネル取り付け業者の施工となります。

・切断面はしん材が露出するため、シーリングが接着しません。

・パネル本体を現場切断するなどしてシーリング納めとする箇所は、必ず箱折加工（表面鋼板端部

の折り曲げ加工）を10mm以上施してください。

・シーリング施行中のパネル熱伸縮で、シーリングにシワや剥離が発生する場合があります。パネ

ル表面の温度変化が少ない天候や時間帯にシーリング施工してください。

●ウレタン吹き付け 

・パネル本体に現場発泡ウレタンなどを直接吹き付けすると、吹き付けたウレタンなどの硬化収縮

の影響でパネル表面に凹凸が発生する場合がありますので注意してください。

●補修について

・タッチアップペイントは、ごく狭い範囲の軽微なキズの補修に使用します。パネル本体や部材の

変形を伴うキズや広範囲にわたる塗装には使用しないでください。

・塗装場所の気温が著しく低い場合（5℃以下）や、降雨及び降雪があり、被塗面が濡れる場合は

補修を避けてください。

・タッチアップペイントは、使用前によく撹拌してから使用してください。カタカタという音がし

てから30秒以上振り、よく撹拌してください。

・タッチアップペイントは常乾タイプの塗料です。商品とは塗料タイプが異なりますので、色や艶

などに多少の差異が発生する場合があります。あらかじめご了承ください。

・防汚機能付き遮熱性フッ素樹脂塗装品の表面鋼板をタッチアップペイントで補修する場合は目荒

らしが必要です。補修するすりキズ部分に、ナイロン不織布を使用して目荒らしをしてください。

目荒らしを行わない場合、タッチアップペイントと表面鋼板の塗膜に密着性が得られませんので

注意してください。

・補修した部分に水が関与すると白化や、艶の低下の原因になりますので作業の際は以下の注意事

項を確認してください。

１．塗装後、降雨、降雪、結露が予想される場合や高湿度時の塗装は避けてください。

２．気温が低くなると乾燥が極端にしにくくなります。夕方まで表面が乾くように作業時間を調

整してください。急ぎの作業の際は、ドライヤーなどで補修部分を完全に乾燥させてください。

・海岸地帯や工業地帯など腐食のおそれのある地域においては、切断端面の補修をお勧めします。

・補修塗装を行う際は、水または中性洗剤（1～2%水溶液）で、表面の汚れや油分などを除去し、

十分な水洗いを行い、乾いた布で水分をよく拭き取ってから行ってください。

・商品表面のキズの補修には、必ず純正のタッチアップペイントを用い、製品安全データシート

（SDS）に従って正しく使用してください。

・事前に商品の端材などで試し塗りをして、色調の確認を行ってください。

・広範囲にわたったすりキズや、鋼板が変形してしまった損傷の場合は、パネル本体の交換を実施

してください。やむを得ず広範囲にわたる補修塗装を行う際は、専門の塗装業者に依頼してくだ

さい。

・現場塗装用の塗料は、現場で手配願います。

●汚れの除去方法

・パネル本体表面に汚れが付着したときは、以下の手順でクリーニングしてください。

　１．柔らかい布などでから拭きしてください。

　２．1.で汚れが落ちないとき、水または温水（ぬるま湯程度）で洗浄してください。

　３．2.で汚れが落ちないとき、中性洗剤（1～2％水溶液）で洗浄してください。

　４．3.で汚れが落ちないとき、パネル本体の交換を実施してください。

●美しさを長持ちさせるために（定期的なお手入れ）

・大気中には、パネル表面基材の腐食の原因となる様々な要因が含まれています。酸性度の高い水

分との接触や、付着水分の蒸発による酸性成分の濃縮など、腐食の原因物質と表面基材の接触に

より表面塗膜の耐久性の低下を招き、さびの発生に至る場合があります。このような現象の発生

を防ぐために定期的なお手入れを実施してください。

・壁の汚れの状況に応じて、パネル表面を洗浄してください。特に、海岸地帯や工業地帯では洗浄

回数を増やしてください。

・軒下など、雨水で塵汚れなどが洗われない部分は、塵などが原因で腐食が発生する場合がありま

すので、入念な洗浄をお勧めします。

・表面塗色については、適宜点検してください。変色が著しく、白亜化現象が現れた時には、再塗

装を実施してください。

・強くこすったり、硬いブラシ、研磨性のあるスポンジなどを使用すると塗膜表面にキズが付き腐

食を招くおそれがあります。

・クレンザーなど研磨剤入りの洗剤や、酸性やアルカリ性の洗剤は、塗膜を傷め変色・褪色を招く

おそれがありますので、絶対に使用しないでください。

・シンナーなどは塗膜を破壊するおそれがありますので、絶対に使用しないでください。

・中性洗剤を使用した後は、十分な水洗いを行い、薬剤を洗い流してください。

・洗浄後は、乾いた布で水分をよく拭き取ってください。

・高圧洗浄機は、パネルの変形・漏水などの原因となりますので使用しないでください。

●その他

・点検・補修・洗浄などの際は、パネル本体表面にキズが付かないよう十分に注意してください。

特にハシゴなどをパネル本体表面に直接立て掛けると、キズや変形の原因となります。必ず当て

板などで保護してください。

・日射による熱の影響で、朝・夕の温度変化時に、表面鋼板の伸縮により、かん合部などから音が

発生する場合があります。

・光の具合によって、表面の歪みや下地の跡が強調される場合があります。
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